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平成 17 年 12 月期  第１四半期財務・業績の概況（連結） 

 平成 17 年５月 12 日 

会社名 木徳神糧株式会社 （JASDAQ・コード番号：２７００）

（ＵＲＬ http://www.kitoku-shinryo.co.jp/ ）   
代 表 者  役職名    代表取締役社長  
      氏名     木村 良  
問合せ先  責任者役職名 業務支援部門 財務室長  

 氏名     稲垣 英樹 ＴＥＬ：（03）5479-7111

 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 無 
②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 
 
 
２．平成 17 年 12 月期第１四半期財務・業績の概況（平成 17 年１月１日～平成 17 年３月 31 日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況               （注）記載金額は百万円未満切捨 
 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期） 

純 利 益       
 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

平成 17年 12月期第１四半期 23,483(－) 187(－) 141(－) 190(－)

(参考)平成16年12月期 24,891(－) 227(－) 145(－) 81(－)

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭

平成 17年 12月期第１四半期 22  43 －  －

(参考)平成16年12月期 9  45 －  －

（注）平成 16 年 12 月期は決算期変更により３ヶ月決算となっているため、前年同四半期の記載及び 
比較は行っておりません。 

 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 
  当社グループの主力事業である米穀事業においては、卸会社が保有する流通在庫量が依然として高い 
 状況にあることから、原料買付け意欲が乏しく入札価格は低下し、玄米の業者間取引については低調で 
ありましたが、精米につきましては、価格競争の環境が続いてはいるものの、販売数量の減少傾向には 
歯止めがかかり比較的堅調でありました。 
 鶏卵事業は相場高が継続しているため、業務用卵の販売数量の減少がありますが、特殊卵の販売は堅 
調に推移しております。 
 食品事業においては、主要商品である鶏肉が相場、飼料価格の安定により売上・利益ともに堅調に推 
移いたしました。 
 飼料事業は売上・利益ともに順調に進捗しております。 
 この結果、当第１四半期の連結業績は、売上高 23,483 百万円、営業利益 187 百万円、経常利益 141 
百万円となり、固定資産売却益の寄与もあり四半期純利益は 190 百万円となりました。 
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(2) 財政状態（連結）の変動状況 
 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 １株当たり 

株 主 資 本      
 百万円 百万円 ％ 円    銭

平成 17年 12月期第１四半期 32,694 4,198 12.9 494   46

(参考)平成16年12月期 35,914 3,994 11.1 470   24

（注）平成 16 年 12 月期は決算期変更により３ヶ月決算となっているため、前年同四半期については 
記載しておりません。 

 
【連結キャッシュ・フローの状況】 
 営 業 活 動 に よ る         

キャッシュ・フロー
投 資 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高         

 百万円 百万円 百万円 百万円

平成 17年 12月期第１四半期 131 172 △ 1,314 2,870

(参考)平成16年12月期 △ 2,872 △ 100 2,384 3,878

（注）平成 16 年 12 月期は決算期変更により３ヶ月決算となっているため、前年同四半期については 
記載しておりません。 

 
［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 
  当第１四半期末における総資産は、32,694 百万円（前連結会計年度末は 35,914 百万円）となり、3,219 
百万円減少しました。主な減少要因は、有利子負債の圧縮を進めたことによる現金及び預金の減少、受 
取手形及び売掛金の減少、たな卸資産の減少であります。 
  なお、株主資本は 4,198 百万円（前連結会計年度末は 3,994 百万円）となり、204 百万円増加しまし 
た。主な増加要因は、利益剰余金が増加したことであります。 

 
 連結キャッシュ・フローの状況 
  当第１四半期における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ 1,008 
百万円減少し、当第１四半期における資金残高は 2,870 百万円となりました。 
 当第１四半期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 
 
①営業活動によるキャッシュ・フロー 
営業活動の結果獲得した資金は 131 百万円となりました。これは主に税金等調整前第１四半期純利益
253 百万円、売上債権の減少額 598 百万円、たな卸資産の減少額 1,023 百万円に対し、仕入債務の減少
額 1,517 百万円があったこと等によるものであります。 
 
②投資活動によるキャッシュ・フロー 
 投資活動の結果獲得した資金は 172 百万円となりました。これは主に有形固定資産の売却による収入 
によるものであります。 
 
③財務活動によるキャッシュ・フロー 
 財務活動の結果使用した資金は 1,314 百万円となりました。これは主に短期借入金の減少額 826 百万 
円、長期借入金の返済による支出 745 百万円、社債の償還による支出 300 百万円に対し、長期借入れに 
よる収入 560 百万円があったこと等によるものであります。 
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[参  考] 
 
平成 17 年 12 月期の連結業績予想（平成 17 年１月１日～平成 17 年 12 月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円

中  間  期 52,000 310 210

通     期 102,000 510 350

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）  41 円 21 銭 
 
［業績予想に関する定性的情報等］ 
 業績予想につきましては、平成 17 年２月 25 日に公表した「決算短信（連結）」に記載の業績予想に変更
はありません。 
 
※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業
績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 
 
○添付資料 
・（要約）四半期連結貸借対照表 
・（要約）四半期連結損益計算書 
・（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
・セグメント情報 

以  上 
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〔添付資料〕 
 
１．（要約）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円） 
当第１四半期 

（平成 17 年３月 31 日） 

（参考） 

平成 16 年 12 月期 科  目 

金 額 構成比 金 額 構成比 

（資産の部） ％  ％

Ⅰ 流動資産  

１．現金及び預金 2,918,150 3,895,469 

２．受取手形及び売掛金 8,715,728 9,354,970 

３．たな卸資産 5,493,349 6,514,139 

４．未収入金 1,808,363 1,688,296 

５．その他 708,471 1,170,215 

  貸倒引当金 △ 99,215 △ 105,925 

流動資産合計 19,544,847 59.8 22,517,164 62.7

Ⅱ 固定資産  

１．有形固定資産  

(1)建物及び構築物 3,599,982 3,667,059 

(2)機械装置及び運搬具 2,205,988 2,257,749 

(3)土地 4,186,238 4,289,236 

(4)建設仮勘定 62,928 26,231 

(5)その他 73,656 76,396 

有形固定資産合計 10,128,794 31.0 10,316,673 28.7

 ２．無形固定資産 490,928 1.5 519,163 1.5

 ３．投資その他の資産  

(1)投資有価証券 1,236,032 1,208,838 

(2)その他 1,352,784 1,415,317 

  貸倒引当金 △ 59,054 △ 62,870 

投資その他の資産合計 2,529,762 7.7 2,561,285 7.1

固定資産合計 13,149,485 40.2 13,397,122 37.3

   資産合計 32,694,333 100.0 35,914,287 100.0
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当第１四半期 

（平成 17 年３月 31 日） 

（参考） 

平成 16 年 12 月期 科  目 

金 額 構成比 金 額 構成比 

（負債の部） ％  ％

Ⅰ 流動負債  

１．支払手形及び買掛金 3,123,407 4,641,052 

２．短期借入金 10,002,860 10,829,846 

３．一年内返済予定長期借入金 3,288,506 3,173,880 

４．一年内償還予定社債 － 300,000 

５．未払法人税等 59,971 31,058 

６．賞与引当金 175,995 84,554 

７．購入約定済玄米損失引当金 － 188,215 

８．その他 1,455,643 1,935,274 

流動負債合計 18,106,384 55.4 21,183,880 59.0

Ⅱ 固定負債  

１．社債 1,950,000 1,950,000 

２．長期借入金 6,730,903 7,030,561 

３．退職給付引当金 23,688 48,580 

４．連結調整勘定 120,539 129,110 

 ５．その他 1,060,595 1,099,934 

固定負債合計 9,885,726 30.2 10,258,186 28.6

負債合計 27,992,110 85.6 31,442,067 87.6

  

（少数株主持分）  

少数株主持分 503,223 1.5 477,383 1.3

  

（資本の部）  

 Ⅰ 資本金 529,500 1.6 529,500 1.5

 Ⅱ 資本剰余金 331,500 1.0 331,500 0.9

 Ⅲ 利益剰余金 3,191,292 9.8 3,001,620 8.3

 Ⅳ その他有価証券評価差額金 174,753 0.5 162,636 0.4

 Ⅴ 為替換算調整勘定 △ 13,974 △ 0.0 △ 16,897 △ 0.0

 Ⅵ 自己株式 △ 14,071 △ 0.0 △ 13,523 △ 0.0

資本合計 4,198,999 12.9 3,994,836 11.1

負債、少数株主持分及び資本合計 32,694,333 100.0 35,914,287 100.0
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２．（要約）四半期連結損益計算書 

（単位：千円） 

 

当第１四半期 

（自 平成 17 年１月 １日 

 至 平成 17 年３月 31 日） 

（参考） 

平成 16 年 12 月期 

（自 平成 16 年 10 月 １日 

   至 平成 16 年 12 月 31 日）
科  目 

金 額 百分率 金 額 百分率

   

Ⅰ 売上高 23,483,515 100.0  24,891,592 100.0

Ⅱ 売上原価 21,642,007 92.2  22,956,388 92.2

  売上総利益 1,841,508 7.8  1,935,203 7.8

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,654,353 7.0  1,707,894 6.9

  営業利益 187,155 0.8  227,309 0.9

Ⅳ 営業外収益   

 １．受取利息 3,677 2,975  

 ２．受取配当金 124 2,761  

 ３．連結調整勘定償却額 8,571 8,571  

 ４．持分法による投資利益 711 622  

 ５．その他 69,237 82,322 0.4 73,757 88,688 0.4

Ⅴ 営業外費用   

 １．支払利息 100,393 100,064  

 ２．その他 27,438 127,831 0.5 70,895 170,960 0.7

  経常利益 141,645 0.7  145,037 0.6

Ⅵ 特別利益   

 １．固定資産売却益 116,038 389  

 ２．その他 9,058 125,096 0.5 80,903 81,292 0.3

Ⅶ 特別損失   

 １．固定資産売却損 － 2,812  

 ２．その他 13,403 13,403 0.1 55,416 58,229 0.2

  税金等調整前四半期（当 

期）純利益 
253,339 1.1  168,100 0.7

 法人税、住民税及び事業税 56,211 26,689  

 法人税等調整額 △ 19,352 36,859 0.2 47,068 73,758 0.3

  少数株主利益 25,974 0.1  13,207 0.1

四半期（当期）純利益 190,505 0.8  81,135 0.3

   

（注）平成 16 年 12 月期は決算期変更に伴い、３ヶ月決算となっております。 
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３．（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円） 

 

当第１四半期 

（自 平成 17 年１月 １日 

  至 平成 17 年３月 31 日）

（参考） 

平成 16 年 12 月期 

（自 平成 16 年 10 月 １日

至 平成 16年 12 月 31 日）
科  目 

金 額 金 額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   

   税金等調整前四半期（当期）純利益 253,339 168,100 

   減価償却費 217,183 227,142 

   連結調整勘定償却額 △ 8,571 △ 8,571 

   貸倒引当金の増減額（減少：△） △ 8,443 △ 20,973 

   賞与引当金の増減額（減少：△） 91,440 △ 54,749 

   購入約定済玄米損失引当金の増減額

   （減少：△） 
△ 188,215 △ 703,822 

   退職給付引当金の増減額（減少：△） △ 24,892 1,562 

   受取利息及び受取配当金 △ 3,801 △ 5,737 

   支払利息 100,393 100,064 

   持分法による投資利益 △ 711 △ 622 

   固定資産売却益 △ 116,038 △ 389 

   固定資産売却損 － 2,812 

   売上債権の増減額（増加：△） 598,778 △ 713,004 

   たな卸資産の増減額（増加：△） 1,023,230 △ 2,765,748 

   仕入債務の増減額（減少：△） △ 1,517,688 1,430,344 

   その他 △ 202,326 △ 436,768 

     小 計 213,676 △ 2,780,358 

   利息及び配当金の受取額 3,771 5,512 

   利息の支払額 △ 116,844 △ 95,019 

   法人税等の支払額 △ 30,465 △ 79,885 

   法人税等の還付額 27,519 1,724 

   その他 33,702 75,495 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 131,359 △ 2,872,531 

（注）平成 16 年 12 月期は決算期変更に伴い、３ヶ月決算となっております。
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当第１四半期 

（自 平成 17 年１月 １日 

  至 平成 17 年３月 31 日）

（参考） 

平成 16 年 12 月期 

（自 平成 16 年 10 月 １日

 至 平成 16年 12月 31日）
科  目 

金 額 金 額 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

   定期預金の増減額（増加：△） △ 31,001 4,198 

   有形固定資産の取得による支出 △ 118,652 △ 104,880 

   有形固定資産の売却による収入 237,680 832 

   投資有価証券の取得による支出 △ 6,419 △ 7,845 

   投資有価証券の売却による収入 20,271 － 

   貸付けによる支出 △ 200 △ 3,200 

   貸付金の回収による収入 34,937 33,499 

   その他 35,585 △ 22,870 

  投資活動によるキャッシュ・フロー 172,202 △ 100,266 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

   短期借入金の増減額（減少：△） △ 826,985 2,067,568 

   長期借入れによる収入 560,000 1,050,000 

   長期借入金の返済による支出 △ 745,032 △ 725,383 

   社債の償還による支出 △ 300,000 － 

   自己株式の取得による支出 △ 548 △ 1,209 

   少数株主に対する配当金の支払額 △ 1,645 △ 6,583 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △ 1,314,211 2,384,391 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 2,330 △ 7,107 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 

（減少：△） 
△ 1,008,319 △ 595,513 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 3,878,930 4,474,443 

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 2,870,610 3,878,930 

（注）平成 16 年 12 月期は決算期変更に伴い、３ヶ月決算となっております。 
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４．セグメント情報 

 

【事業の種類別セグメント情報】 

 

当第１四半期（自平成 17 年１月１日 至平成 17 年３月 31 日） 

 
米穀事業 

（千円） 

鶏卵事業 

（千円） 

食品事業 

（千円） 

飼料事業

（千円）

計 

（千円） 

消去又は

全社 

（千円） 

連結 

（千円） 

 売上高    

(1)外部顧客に対す

る売上高 
19,255,479 1,835,802 1,908,487 483,745 23,483,515 － 23,483,515

(2)セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

68,235 5,528 20,627 － 94,391 (94,391) －

計 19,323,715 1,841,331 1,929,114 483,745 23,577,907 (94,391) 23,483,515

営業費用 18,926,757 1,813,282 1,880,933 447,746 23,068,719 227,640  23,296,360

営業利益 396,957 28,048 48,181 35,999 509,187 (322,032) 187,155

 

前連結会計年度（自平成 16 年 10 月１日 至平成 16 年 12 月 31 日） 

 
米穀事業 

（千円） 

鶏卵事業 

（千円） 

食品事業 

（千円） 

飼料事業

（千円）

計 

（千円） 

消去又は

全社 

（千円） 

連結 

（千円） 

 売上高    

(1)外部顧客に対す

る売上高 
20,107,728 2,098,102 2,164,449 521,311 24,891,592 － 24,891,592

(2)セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

66,092 5,984 20,950 － 93,028 (93,028) －

計 20,173,821 2,104,087 2,185,400 521,311 24,984,620 (93,028) 24,891,592

営業費用 19,768,375 2,070,100 2,095,530 482,590 24,416,597 247,685  24,664,283

営業利益 405,445 33,986 89,870 38,720 568,023 (340,713) 227,309

（注）平成 16 年 12 月期は決算期変更に伴い、３ヶ月決算となっております。 
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（注）１．事業区分の方法 

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品・商品 

(1) 米穀事業・・・業務用精米、家庭用精米、玄米、加工米飯用米等 

(2) 鶏卵事業・・・家庭用卵（一般卵・特殊卵）、業務用卵 

(3) 食品事業・・・鶏肉、加工食品、米粉等 

(4) 飼料事業・・・飼料 

３．営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用 

 当第１四半期 

（千円） 

前連結会計年度 

（千円） 

主な内容 

消去又は全社の項目

に含めた配賦不能営

業費用の金額 

322,332 341,486

当社の総務・経理部門

等の管理部門に係る

費用 

 
 
【所在地別セグメント情報】 

  全セグメントの売上高の合計額に占める日本の割合が 90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載 

は省略しております。 

 

【海外売上高】 

  海外売上高は、連結売上高の 10％未満であるため記載を省略しております。 

 


